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着任してからまさに満10年目となっ

た2014年の9月をもって、分子研から

転出しました。着任の際にお世話になっ

た（ご迷惑を掛けた）茅元所長、力強

いサポートを頂いた中村元所長ならび

に大峯所長、さらに、様々な面で大変

にお世話になった研究所の皆さんに、

心より御礼を申し上げたいと思います。

本当にありがとうございました。

時の経つのは早いというか、研究の

スピードがのろいというべきでしょう

か、採用時の面接の際に述べた研究計

画が、ようやく実現されつつあるとい

う状況です。「これから」という時に

分子研を離れるのは、若干（だけです

が）忸怩たる思いです。「これから」だ

からこそ、新しい場所で研究を展開し

ていきたいという気持ちでもあります。

そもそも、分子研以前には、特段、自

分ならではの「芸」がある研究者とは

言えなかったものを、10年後にして

何とか、オリジナリティのある研究を

進めていけるようになりました。これ

は、ひとえに「分野を先導するオリジ

ナリティの追及」を最重要視する分子

研の「文化（カルチャー）」のおかげで

す。物心ともに恵まれた環境（大峯所

長おっしゃる所の「パラダイス」）で伸

び伸びと研究三昧の生活を送ることを

通じて、研究者として育てて頂いたと

思っています。しかし、私にとっては「楽

園」を離れる時期 (とき )がきたようです。

久しぶりに大学に戻りましたが、ま

だ授業も受け持ってはおらず、研究室

には私だけですので、今のところ学生

さんたちと接する機会はあまり多くは

ありません。しかし、専攻・学科内で

の話題が「いかに多くの（優秀な）学

生を集めるか」「学生の学習意欲を高め

るにはどのように授業を進めるべきか」

等々に集中することに接しますと、や

はり大学の主役は「学生」であり、我々

スタッフの本分は（研究）教育である

と自覚する次第です。「分子科学を担う

次世代を育てたい」と考えたからこそ

大学に戻った訳ですが、分子研で身に

ついた「文化（カルチャー）」を後進に

どのように伝えていくべきか、試行錯

誤が続くだろうと自戒しています。ま

あ、まず何よりも、場所は変われど今

後も scienceを楽しみたいと思ってい

ます。願わくば、その姿が若者たち

をencourageするものでありますこと

を！
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